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ᶵᲔᏛ⩦ࡓ࠸⏝ࢆᕼᑡ✀の生ᜥ⎔ቃホ౯におけるㄢ㢟㸸地ᇦᛶ࡜✵㛫ⓗỗ⏝ᛶ 

○ୖ野⿱௓・ᰩཎ正ኵ（ᅜ土ᢏ⾡ᨻ策⥲ྜ◊✲所） 

 

ᬒほ生ែᏛをベーࢫに発ᒎしてきた生物の分布ண測手ἲ（ᬒほ要素と生物の在�୙在

の㛵ಀ性を解析するᢏ⾡）は㸪௒日㸪多くの分野で用いられている。౛えࡤ㸪広域ࢣࢫ

ールでの種の分布ண測と分布を規定する環境要ᅉの把握㸪生物多様性のホ౯と地図化㸪

㫽⋇ᐖやឤ染⑕等のリࢫクホ౯㸪希少種のಖ全や再ᑟධೃ⿵地の選定㸪እ᮶種の分布ᣑ

大ண測㸪⁺ᴗ㈨※の空㛫分布把握など㸪◊✲・実ົの୧面で活用されている。さらに㏆

年は㸪ࢥンࣗࣆーターの計⟬処理の㧗㏿化と新たな解析ᢏ⾡のᑟධによって㸪ண測⢭度

も大ᖜに向ୖしている。一方で㸪ண測に伴う୙確実性のホ౯や୙確実性を生ࡌさࡏる要

ᅉの解᫂は⨨きཤりにされてきた。 

一⯡に㸪希少種の生息環境ホ౯では㸪஦๓に解析に༑分な数の生息᝟ሗをᚓることが

㞴しい。この理⏤として㸪そもそも希少種であるため生息数が少なく㸪生息᝟ሗが㝈ら

れていること㸪௬に᪤存᝟ሗがあっても┐᥀・㐪ἲ᥇ྲྀのᜍれ等から生息᝟ሗがබ開さ

れていないことがᣲࡆられる。その一方で㸪༑分な数の生息᝟ሗがᥞうまで㸪希少種の

生息環境のホ౯やಖ全対策を延ᮇするというのも現実的ではないだࢁう。そのため希少

種ಖ全の現場では㸪㝈られた᝟ሗを基に㸪どの⛬度㸪信㢗性のある᝟ሗがᚓられるのか㸪

またண測に୙確実性を生ࡌさࡏる要ᅉはఱなのか（どの点にὀពしてᢅえࡤⰋいのか）

を᫂らかにし㸪それらをᑓ㛛ᐙ以እにもࢃかりやすくㄝ᫂することがồめられている。

特に㸪どのような環境をಖ全することが重要なのか（重要な環境要素の把握）㸪᝟ሗの

ある地域でண測した結果は௚地域にも㐺用ྍ⬟なのか（ண測のỗ用性）を᫂らかにする

ᚲ要がある。 

そこで本◊✲では㸪希少⊛⚺㢮の㸯種㸪࢜࢜タカに╔目し㸪全ᅜの道㊰஦ᴗにおける

生物調査ሗ࿌᭩から཰㞟した計 562 か所の࢜࢜タカのႠᕢ఩⨨᝟ሗを基に㸪ᶵᲔᏛ⩦

（0D[(QW�最大エントࣟࣆーἲ）を用いて広域ࢣࢫール（全ᅜ㸪地方ࢣࢫール）での࢜

ル活用ୖのㄢ㢟（地域性と空㛫的ỗ用性）ࢹタカのႠᕢ㐺地の分布ண測を行い㸪ண測モ࢜

について᫂らかにすることを目的とした。ල体的には㸪（㸯）࢜࢜タカのႠᕢ地の分布

は㸪どのような環境要ᅉによってㄝ᫂されるのか㸽それは㸪ண測対象の空㛫ࢣࢫールや

地域によって␗なるのか㸽（２）ある地域でのண測モࢹルを௚地域にあてはめるとどう

なるのか㸽つまり㸪ண測に空㛫的ỗ用性はあるのか㸽のၥいに⟅え㸪最後に（３）生息

㐺地モࢹルを౑ったண測を࢜࢜タカのಖㆤ・ಖ全に活用するୖでのྍ⬟性とㄢ㢟につい

て㆟ㄽする。 

 

ཧ⪃ᩥ⊩�
㸯）ୖ野⿱௓・ᰩཎ正ኵ（༳ๅ中）広域ࢣࢫールでの࢜࢜タカの生息㐺地ண測の有ຠ性と空㛫的 

ỗ用性・地域性のㄢ㢟㸪ランࢣࢫࢻーࣉ◊✲㸪78 ᕳ 5ྕ㸬 

日本景観生態学会 

日本景観生態学会講演要旨集（2016）：89 
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W05 

鳥好きのためのGIS 入門（その３） 

企画者：上野裕介（国総研）	

	

今年で３年目となる自由集会「鳥好きのためのGIS	入門」、今回は“脱”入門を	

目指し、GIS（地理情報システム）での研究をより深く、豊かにする最新技術や活	

用法を紹介し、鳥学研究のさらなる発展について議論します。	

今回の自由集会では、冒頭で、一昨年に紹介したGISの基本と公開データの入手	

法、昨年のGIS	を使った環境データの集計・加工と、それらを用いた様々な空間解	

析（鳥類の生息適地の推定法）について、簡単におさらいします。次に各演者から、	

GISを使った研究を効果的に進め、成果につなげる工夫や最新技術を紹介します。	

例えば、希少鳥類の将来的な個体の分散と環境変化をふまえた保全策の提示、詳細	

な植生図や地形図を作成する上で不可欠ながら馴染みの薄いリモートセンシング	

（衛星・航空測量）技術の基礎と最新動向、鳥の目線で手軽に空撮が可能な小型	

UAV（ドローン）の開発状況と空撮画像を用いた３次元立体計測技術について、	

研究の裏話・苦労話も交えながらご紹介します。	

	

	

【内容】	

１．趣旨説明（＋昨年までのおさらい）	

「GIS	を使った鳥類研究を一歩先へ！」	

企画者：上野裕介（国土交通省・国土技術政策総合研究所）	

	

２．GIS	を使った希少鳥類の保全策	

「動的分布モデルを用いたシマフクロウの分散と生息地の将来変化予測」	

吉井千晶（北海道大学大学院・農学院／現（株）建設技術研究所）	

	

３．GIS	技術の基礎と最新動向	

「GIS	とリモートセンシングの裏と表、お話しします」	

前田義志（(株)	パスコ）	

	

４．GIS	と“鳥の目”で世界を測る	

「UAV（ドローン）を用いた空撮・３次元環境測量の紹介と鳥類学研究への応用」	

上野裕介（国土交通省・国土技術政策総合研究所）	

	

５．意見交換・質問	

	

	

	

 

日本鳥学会 

2015 年度大会講演要旨集（2015）：225 
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Word Green Infrastructure network 

Proceedings of WGIC2015（2015）：46 
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第７回文化的景観研究集会 

「営みの基盤―生態学からの文化的景観再考―」 

2015 年 11 月奈良文化財研究所 

 

講演・報告資料集 

ポスターセッション発表概要 

（Ａ：学術研究部門） 

 

 

□ 発表番号 

Ａ－１ 

 

□ タイトル 

塀・垣類に係る伝統的工法の地域的特徴に関する研究 

 

□ 発表者 

○西村 亮彦（国土技術政策総合研究所） 

木村 優介（元・国土技術政策総合研究所） 

曽根 直幸（元・国土技術政策総合研究所） 

栗原 正夫（国土技術政策総合研究所） 

 

□ 要旨 

近年、土木遺産の多面的な評価が高まる中、城石垣や橋梁のような歴史的価値の高い土

木施設だけでなく、建築外構をはじめとする広義の土木施設についても、その伝統的工法

に関する研究の蓄積が求められている。中でも、土塀や石垣をはじめとする塀・垣類は、

地域の歴史的町並みを構成する重要な施設でありながら、その伝統的工法については横断

的な整理がなされてこなかった。そこで、本研究では、地域固有の景観を構成する土塀・

石垣に関わる伝統的工法を全国から収集し、技術的特徴に基づく整理を試みた。 

土塀の造り方は、築地塀、塗り塀、練り塀の３つに大別することができる。いずれの造

り方も、基本的技術は全国共通であるが、場所の性格、地域の産業、気候・風土に応じた

地域固有の工法の存在が確認された。 

石垣の造り方は、石材の加工度、積み方、裏込め方によって体系的な整理を試みた。こ

ちらも、加工・積み・裏込めの基本的技術は全国共通であるが、地域固有の材料の性質に

由来する工法の存在が確認された。 

奈良文化財研究所 

文化的景観研究集会講演・報告資料集 7：19 
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 つくばサイエンス・アカデミー 

SAT テクノロジー・ショーケース 2016「プログラム＆アブストラクト」集：70 
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第 63 回日本生態学会講演要旨集（2016）：S03-4 
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